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Ideas for Japanese-Language Classrooms

みなさんは授
じゅ
業
ぎょう
で写

しゃ
真
しん
を使

つか
ったことがありますか。

自
じ
分
ぶん
で撮

と
った写

しゃ
真
しん
や絵

え
葉
は
書
がき
、雑

ざっ
誌
し
の写

しゃ
真
しん
などを、教

きょう
室
しつ
で

教
きょう
材
ざい
や教
きょう
具
ぐ
として使

つか
ったことがある人

ひと
も多

おお
いでしょう。

小
ちい
さな写

しゃ
真
しん
は、大

おお
人
にん
数
ずう
の教
きょう
室
しつ
では全

ぜん
員
いん
に見

み
せにくいと

いう問
もん
題
だい
がありますが、最

さい
近
きん
はコンピューターやデジタル

カメラを使
つか
って、教

きょう
室
しつ
でさまざまな写

しゃ
真
しん
を、いろいろな

形
かたち
で見

み
せることができるようになってきました。

◆写
しゃ
真
しん
の特徴

とくちょう

写
しゃ
真
しん
には、次

つぎ
のような特徴

とくちょう
があります。

例
たと
えば、日

に
本
ほん
の「和

わ
室
しつ
」

を見
み
たことのない学

がく
習
しゅう
者
しゃ

に「和
わ
室
しつ
」を説

せつ
明
めい
したい

ときに、言
こと
葉
ば
で説

せつ
明
めい
をしても

なかなかイメージがつかめ
ません。写

しゃ
真
しん
を見

み
れば、

どんなものかすぐにわかります。また、ロールプレイの
場
ば
面
めん
を設

せっ
定
てい
するときに写

しゃ
真
しん
を使

つか
えば、場

ば
面
めん
を具

ぐ
体
たい
的
てき
に

示
しめ
せるし、現

げん
実
じつ
感
かん
を持

も
って

活
かつ
動
どう
ができるでしょう。

写
しゃ
真
しん
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の注
ちゅう
目
もく
を

引
ひ
きやすく、興

きょう
味
み
を持

も
たせ

たり、わかりやすくしたり
することもできます。

◆日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
用
よう
『写

しゃ
真
しん
パネルバンク』の

写
しゃ
真
しん
を使

つか
う

『写
しゃ
真
しん
パネルバンク』は、日

に
本
ほん
で日

にち
常
じょう
的
てき
に目

め
にする物

もの

や場
ば
所
しょ
、日

に
本
ほん
人
じん
が日

にち
常
じょう
的
てき
に行
おこな
う動

どう
作
さ
や活

かつ
動
どう
を示

しめ
す写

しゃ
真
しん

が全
ぜん
部
ぶ
で643枚

まい
もある教

きょう
材
ざい
です。日

に
本
ほん
の生

せい
活
かつ
習
しゅう
慣
かん
や文

ぶん
化
か

事
じ
情
じょう
も学

まな
べるようになっています。写

しゃ
真
しん
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が

数
すう
十
じゅう
人
にん
いる教

きょう
室
しつ
でも十

じゅう
分
ぶん
に見

み
せられる大

おお
きさに作

つく
られ

ていますが、CD-ROMのものもあるので、コンピュー
ターを使

つか
って見

み
せることもできます（コンピューターの

モニターで見
み
せたり、プロジェクターにつないでスク

リーンに映
うつ
し出

だ
したりできます）。また、「みんなの教

きょう
材
ざい

サイト」（http://momiji.jpf.go.jp/kyozai/）には、『写
しゃ
真
しん

パネルバンク』の写
しゃ
真
しん
の約

やく
8割
わり
が、電

でん
子
し
ファイルとして

無
む
料
りょう
で提

てい
供
きょう
されているので、コンピューターを使

つか
って

見
み
せたり、印

いん
刷
さつ
してパネルと同

おな
じように使

つか
ったり、好

す
き

なように加
か
工
こう
したりすることができます。

『写
しゃ
真
しん
パネルバンク』は、語

ご
彙
い
の指

し
導
どう
や日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう
の

紹
しょう
介
かい
、文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
にたいへん便

べん
利
り
な写

しゃ
真
しん
教
きょう
材
ざい
です。また、

何
なん
人
にん
かの人

ひと
の日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
の写

しゃ
真
しん
が数

すう
枚
まい
ずつあるので、次

つぎ
の

ような活
かつ
動
どう
にも使

つか
えます。

＜活
かつ
動
どう
例
れい
＞

目
もく
標
ひょう
：一

いち
日
にち
の生

せい
活
かつ
について描

びょう
写
しゃ
する。（または「～時

じ
に

Ｖます」の文
ぶん
を作

つく
る。）

活
かつ
動
どう
：同

おな
じ人物

じんぶつ
の写

しゃ
真
しん
を何

なん
枚
まい
か見

み
せて、その人

ひと
の一

いち
日
にち

の生
せい
活
かつ
を話

はな
したり、書

か
いたりする。

この活
かつ
動
どう
のように、写

しゃ
真
しん
を使

つか
う目

もく
的
てき
が文

ぶん
型
けい
の練

れん
習
しゅう

など言
こと
葉
ば
の学

がく
習
しゅう
であっても、写

しゃ
真
しん
の中

なか
の文

ぶん
化
か
的
てき
要
よう
素
そ
に

注
ちゅう
目
もく
させたり、文

ぶん
化
か
的
てき
な気

き
づきを促

うなが
したりすることは

写
しゃ
真
しん
の教
きょう
材
ざい
ならではのことなので、是

ぜ
非
ひ
取
と
り入

い
れて

みたい視
し
点
てん
です。

◆先
せん
生
せい
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の撮

と
った写

しゃ
真
しん
を使

つか
う

身
み
近
ぢか
な人

ひと
が撮

と
ったり写

うつ
っていたりする写

しゃ
真
しん
は、自

し
然
ぜん
と

興
きょう
味
み
がわき、積

せっ
極
きょく
的
てき
に話

はな
そうという気

き
持
も
ちになります。

デジタルカメラやインターネットの普
ふ
及
きゅう
に

より、写
しゃ
真
しん
を授

じゅ
業
ぎょう
に取

と
り入

い
れる可

か
能
のう
性
せい

が広
ひろ
がってきました。今

こん
回
かい
は、写

しゃ
真
しん
の使

つか
い方

かた

について考
かんが
えます。

目
もく
的
てき

写
しゃ
真
しん
の特徴
とくちょう

をよく考
かんが
えて、効

こう
果
か
的
てき
な授

じゅ
業
ぎょう
を行
おこな
う。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ
級
きゅう
～中
ちゅう
級
きゅう
（上
じょう
級
きゅう
）

クラスの人
にん
数
ずう

何
なん
人
にん
でも

テーマ 教
きょう
室
しつ
で写

しゃ
真
しん
を使

つか
う

・言
こと
葉
ば
では簡

かん
単
たん
に説

せつ
明
めい
できないことを伝

つた
えられる

・現
げん
実
じつ
感
かん
がある

・学
がく
習
しゅう
意
い
欲
よく
を高

たか
める　

＊

＊

＊

① ②

③ ④
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＜活
かつ
動
どう
例
れい
＞

目
もく
標
ひょう
：自

じ
分
ぶん
の家

か
族
ぞく
や体

たい
験
けん

について話
はな
す（レ

ベルに 合
あ
わ せ た

文
ぶん
型
けい
や表
ひょう
現
げん
を使

つか
う）。

活
かつ
動
どう
：学

がく
習
しゅう
者
しゃ
をペアまた

はグループにして、
各
かく
自
じ
が持

も
ってきた自

じ
分
ぶん
の家

か
族
ぞく
の写

しゃ
真
しん
（または

旅
りょ
行
こう
の写

しゃ
真
しん
など）を、他

ほか
の

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に見

み
せながら説

せつ
明
めい

する。他
ほか
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が質

しつ
問
もん
を

して答
こた
えるようにしても

よい。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
でこの活

かつ
動
どう
をする前

まえ
には、教

きょう
師
し
の写

しゃ
真
しん
で

活
かつ
動
どう
の例

れい
を示

しめ
すといいでしょう。デジタルカメラで撮

と
っ

た写
しゃ
真
しん
であれば、デジタルカメラをテレビモニターに

ケーブルでつなぐことによって、全
ぜん
員
いん
に同

どう
時
じ
に見

み
せる

ことができます。

◆教
きょう
材
ざい
用
よう
に写

しゃ
真
しん
を撮

と
る

もし、日
に
本
ほん
に行

い
って写

しゃ
真
しん
を撮

と
るチャンスがあれば、是

ぜ
非
ひ
、

授
じゅ
業
ぎょう
で使

つか
える写

しゃ
真
しん
を撮

と
ってみてください。例

たと
えば、

次
つぎ
のような写

しゃ
真
しん
なら授

じゅ
業
ぎょう
ですぐに使

つか
えます。

①教
きょう
科
か
書
しょ
に出

で
ている場

ば
所
しょ
や場

ば
面
めん
、トピックに関

かん
係
けい
のある

写
しゃ
真
しん
。

②文
も
字
じ
の学

がく
習
しゅう
用
よう
に、看

かん
板
ばん
や

標
ひょう
識
しき
の写

しゃ
真
しん
。

③教
きょう
師
し
自
じ
身
しん
が驚
おどろ
いたものや

珍
めずら
しいと思

おも
ったものの

写
しゃ
真
しん
（日

に
本
ほん
について

紹
しょう
介
かい
したり、異

い
文
ぶん
化
か
に

ついて考
かんが
えさせたりするときに使

つか
う）。

◆写
しゃ
真
しん
をインターネットで探

さが
す

授
じゅ
業
ぎょう
で使

つか
いたい写

しゃ
真
しん
が、市

し
販
はん
の教
きょう
材
ざい
にあるとは限

かぎ
り

ません。また、教
きょう
師
し
が撮

さつ
影
えい
するにも限

げん
界
かい
があります。

そんな時
とき
にインターネットを使

つか
えば、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に見

み
せたい

写
しゃ
真
しん
を探

さが
すことができます。例

たと
えば、Googleの「イメージ

検
けん
索
さく
」（http://images.google.co.jp/）を使

つか
えば、ウェブ

サイトで公
こう
開
かい
されているさまざまな写

しゃ
真
しん
を一

いっ
気
き
に見

み
られ

ます。日
に
本
ほん
の太

たい
鼓
こ
の写

しゃ
真
しん
が欲

ほ
しい場

ば
合
あい
、「太

たい
鼓
こ
」や「taiko」

とキーワードを入
にゅう
力
りょく
して検

けん
索
さく
します。すると、太

たい
鼓
こ
に

関
かん
係
けい
のある画

が
像
ぞう
の一

いち
覧
らん
が表
ひょう
示
じ
されるので、その中

なか
から

適
てき
当
とう
な写

しゃ
真
しん
を選

えら
びます。画

が
像
ぞう
のファイル名

めい
をアルファ

ベットにしていることも多
おお
いので、漢

かん
字
じ
やかなだけで

なく、ローマ字
じ
のキーワードで探

さが
すこともコツの一

ひと
つです。

その他
ほか
に、「イメージ検

けん
索
さく
オプション」の機

き
能
のう
を使

つか
えば、

さらに、詳
くわ
しい設

せっ
定
てい
で検

けん
索
さく
ができます。

◆写
しゃ
真
しん
を使

つか
うときの注

ちゅう
意
い

写
しゃ
真
しん
は授

じゅ
業
ぎょう
に効

こう
果
か
をもたらしますが、使

つか
い方

かた
によって

は効
こう
果
か
を低

ひく
めてしまいます。写

しゃ
真
しん
を授

じゅ
業
ぎょう
で使

つか
う場

ば
合
あい
には、

次
つぎ
のような点

てん
に注
ちゅう
意
い
しましょう。

例
たと
えば「新

しん
聞
ぶん
を読

よ
みます」や「～に～があります」

など、語
ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい
を練

れん
習
しゅう
するときには、絵

え
やイラストの

教
きょう
材
ざい
のほうが見

み
せたいものがはっきりしてわかりやすい

かもしれません。下
した
の「新

しん
聞
ぶん
を読

よ
みます」のイラスト

と写
しゃ
真
しん
を比

くら
べてみてください。写

しゃ
真
しん
では、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が

別
べつ
のところに注

ちゅう
目
もく
したり、誤

ご
解
かい
したりする可

か
能
のう
性
せい
も

あります。また、動
うご
きのあるものを説

せつ
明
めい
したいときは、

ビデオや動
どう
画
が
のほうがわかりやすい場

ば
合
あい
もあるでしょう。

どの教
きょう
材
ざい
にもそれぞれの長

ちょう
所
しょ
短
たん
所
しょ
があります。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の

反
はん
応
のう
を予

よ
想
そう
しながら、授

じゅ
業
ぎょう
の目

もく
的
てき
や時

じ
間
かん
配
はい
分
ぶん
などを

よく考
かんが
えて、使

つか
う教
きょう
材
ざい
を選

えら
びましょう。また、個

こ
人
じん
で

撮
と
った写

しゃ
真
しん
、インターネットから探

さが
した写

しゃ
真
しん
の場

ば
合
あい
、

写
うつ
っている人

ひと
や写

うつ
した人

ひと
などの権

けん
利
り
をそれぞれの国

くに
の

法
ほう
律
りつ
に基

もと
づいて守

まも
るようにしましょう。特

とく
に、デジタルの

写
しゃ
真
しん
は加

か
工
こう
やコピーが簡

かん
単
たん
なので、注

ちゅう
意
い
が必

ひつ
要
よう
です。

参
さん
考
こう
資
し
料
りょう

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター（1995～1998）『写

しゃ
真
しん
パネル

バンク』I.～V. 日
に
本
ほん
出
しゅっ
版
ぱん
貿
ぼう
易
えき

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
（2006）『すぐに使

つか
える「レアリア・生

なま
教
きょう
材
ざい
」

アイデア帖
ちょう
』スリーエーネットワーク

清
し
水
みず
康
やす
敬
たか
監
かん
修
しゅう
（2006）『必

ひっ
携
けい
！教

きょう
師
し
のための学

がっ
校
こう
著
ちょ
作
さく
権
けん
マニュ

アル』教
きょう
育
いく
出
しゅっ
版
ぱん

注
ちゅう
：＊印

じるし
の写

しゃ
真
しん
、イラストは「みんなの教

きょう
材
ざい
サイト」から取

と

りました。

・写
しゃ
真
しん
を使

つか
う目

もく
的
てき
をはっきりさせる。その写

しゃ
真
しん
が、

学
がく
習
しゅう
目
もく
的
てき
に最
もっと
も効

こう
果
か
的
てき
な教
きょう
材
ざい
なのかよく考

かんが
える。

・肖
しょう
像
ぞう
権
けん
や著

ちょ
作
さく
権
けん
などに気

き
をつける。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：中

なか
村
むら
雅
まさ
子
こ
、有
あり
馬
ま
淳
じゅん
一
いち
、木

き
田
だ
真
ま
理
り
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

読
どく
者
しゃ
のみなさんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失
しっ
敗
ぱい
談
だん
などぜひお寄

よ
せください。

＊＊

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント


